
第
三
条
第
一
項

保
険
価
額
の
合
計
額
が

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四

号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
物
流
拠

点
産
業
集
積
関
連
保
証
（
以
下
「
国
際
物
流
拠
点
産

業
集
積
関
連
保
証
」
と
い
う
。）に
係
る
保
険
関
係
の

保
険
価
額
の
合
計
額
と
そ
の
他
の
保
険
関
係
の
保
険

価
額
の
合
計
額
と
が
そ
れ
ぞ
れ

第
三
条
の
二
第
一
項

保
険
価
額
の
合
計
額
が

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
関
連
保
証
に
係
る
保
険
関

係
の
保
険
価
額
の
合
計
額
と
そ
の
他
の
保
険
関
係
の

保
険
価
額
の
合
計
額
と
が
そ
れ
ぞ
れ

第
三
条
の
二
第
三
項

当
該
借
入
金
の
額
の
う
ち

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
関
連
保
証
及
び
そ
の
他
の

保
証
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
借
入
金
の
額
の
う
ち

当
該
債
務
者

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
関
連
保
証
及
び
そ
の
他
の

保
証
ご
と
に
、
当
該
債
務
者

令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
前
条
第
五
項
」
を
「
前
条
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
、「
同

条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
の
認
定
等
）

第
四
十
二
条
の
二

提
出
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
計
画
に
定
め
ら
れ
た
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
の
区
域
内

に
お
い
て
国
際
物
流
拠
点
産
業
の
集
積
に
必
要
な
施
設
の
整
備
そ
の
他
の
措
置
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
国
際

物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
」
と
い
う
。）を
実
施
す
る
者
は
、
提
出
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
計
画
に
即
し
て
、
国

際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置

実
施
計
画
」
と
い
う
。）を
作
成
し
、
当
該
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
沖
縄
県

知
事
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
に
よ
り
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
標

二

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
の
内
容
及
び
実
施
期
間

三

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
の
実
施
体
制

四

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
の
額
及
び
そ
の
調
達
方
法

３

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
、
貸
借
対
照
表
そ
の
他
の
主
務
省
令
で
定

め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

沖
縄
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
国
際
物
流
拠
点
産
業

集
積
措
置
実
施
計
画
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る

も
の
と
す
る
。

一

提
出
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
計
画
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
当
該
区
域
に
お
け
る
国
際
物
流
拠
点
産
業
の
集
積
を
図

る
た
め
に
有
効
か
つ
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

５

沖
縄
県
知
事
は
、
前
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
認
定
に
係
る
国

際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
の
概
要
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

６

第
四
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
認
定
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
当
該
認
定
に
係
る
国

際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
沖
縄
県
知
事
の
認
定
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

７

第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８

沖
縄
県
知
事
は
、
認
定
事
業
者
が
第
四
項
の
認
定
に
係
る
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
（
第
六
項

の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
認
定
国
際
物

流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
」
と
い
う
。）に
従
っ
て
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
を
実
施
し
て
い
な
い
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

９

沖
縄
県
知
事
は
、
認
定
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
が
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い

も
の
と
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
認
定
事
業
者
に
対
し
て
、
当
該
認
定
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計

画
の
変
更
を
指
示
し
、
又
は
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

10

沖
縄
県
知
事
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
四
項
の
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
も
の

と
す
る
。

（
認
定
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
の
実
施
状
況
の
報
告
）

第
四
十
二
条
の
三

認
定
事
業
者
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
認
定
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置

実
施
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
、
沖
縄
県
知
事
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
に
お
け
る
事
業

の
認
定
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
こ
れ
ら
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
に
見
出
し
と
し
て「（
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
の
認
定
等
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一

項
の
認
定
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
た
法
人
で
当
該
区
域
内
に
お
い
て
」
を
削

り
、「
営
む
も
の
」
を
「
営
む
法
人
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第

二
項
中
「
前
項
の
認
定
を
受
け
た
法
人
」
を
「
認
定
法
人
」
に
、「
同
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
認
定
を
受
け
た
法
人
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
「
認
定
法
人
」
と
い
う
。）は
、

主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
認
定
に
係
る
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て「
認

定
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
」
と
い
う
。）の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
、
沖
縄
県
知
事
に
報
告
す
る
も
の
と
す

る
。

３

沖
縄
県
知
事
は
、
認
定
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
の
適
正
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
認

定
法
人
に
対
し
、
そ
の
実
施
に
関
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
三
条
及
び
第
五
十
四
条
を
削
り
、
第
三
章
第
四
節
中
第
五
十
二
条
を
第
五
十
四
条
と
し
、
第
五
十
一
条
を

第
五
十
三
条
と
し
、
第
五
十
条
を
第
五
十
二
条
と
す
る
。

第
四
十
九
条
中
「
区
域
内
に
お
い
て
」
の
下
に
「
認
定
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
に
従
っ
て
」
を

加
え
、「
増
設
し
た
者
」
を
「
増
設
し
た
認
定
事
業
者
（
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
者
に

限
る
。）」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
一
条
と
す
る
。

第
四
十
八
条
第
一
項
中
「
に
お
い
て
」
の
下
に
「
認
定
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
に
従
っ
て
」
を

加
え
、「
増
設
し
た
者
」
を
「
増
設
し
た
認
定
事
業
者
（
当
該
認
定
事
業
者
が
認
定
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実

施
計
画
に
従
っ
て
実
施
す
る
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
が
当
該
区
域
に
お
け
る
国
際
物
流
拠
点
産
業
の
集
積
に

特
に
資
す
る
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
主
務
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
者
に

限
る
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
四
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
法
人
の
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
」

を
「
認
定
法
人
（
当
該
認
定
法
人
が
営
む
認
定
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
が
当
該
区
域
に
お
け
る
国
際
物
流
拠
点
産

業
の
集
積
に
特
に
資
す
る
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
主
務
大
臣
の
確
認
を

受
け
た
法
人
に
限
る
。）の
認
定
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
条
と
す
る
。

第
四
十
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例
）

第
四
十
八
条

普
通
保
険
又
は
無
担
保
保
険
の
保
険
関
係
で
あ
っ
て
、
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
関
連
保
証
（
中
小

企
業
信
用
保
険
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
債
務
の
保
証
で
あ
っ
て
、
認
定
国
際
物

流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
に
従
っ
て
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
又

は
認
定
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
を
営
む
た
め
に
必
要
な
資
金
に
係
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）を
受
け
た
中
小
企
業
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

２

普
通
保
険
の
保
険
関
係
で
あ
っ
て
、
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
関
連
保
証
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
中
小
企
業

信
用
保
険
法
第
三
条
第
二
項
及
び
第
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
七
十
」
と
あ
り
、
及

び
同
条
中
「
百
分
の
七
十
（
無
担
保
保
険
、
特
別
小
口
保
険
、
流
動
資
産
担
保
保
険
、
公
害
防
止
保
険
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
保
険
、
海
外
投
資
関
係
保
険
、
新
事
業
開
拓
保
険
、事
業
再
生
保
険
及
び
特
定
社
債
保
険
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
八
十
）」と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
八
十
」
と
す
る
。


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